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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】記録媒体のジャムが解除された後の無駄な給紙
を回避することができる画像処理方法を提供する。
【解決手段】ユーザは、画像形成済み（コピー済みとも
いう）の例えば１０枚の用紙を消色したい場合、その１
０枚の用紙を最上段の給紙カセットにセットする。続い
て、ユーザは、コントロールパネルの消色キーを押圧操
作して消色モードを設定するとともに、上記セットした
用紙の枚数に対応する設定枚数“１０”をコントロール
パネルのテンキーにより設定する。記録媒体の枚数を、
ジャムが生じた記録媒体の枚数を含めて計数する。記録
媒体上の画像に対し非可視化処理を行う。計数された記
録媒体の枚数が設定数に達した場合に非可視化処理を停
止する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体の枚数を、ジャムが生じた記録媒体の枚数を含めて計数し、
　前記記録媒体上の画像に対し非可視化処理を行い、
　計数された前記記録媒体の枚数が設定数に達した場合に前記非可視化処理を停止する画
像処理方法。
【請求項２】
　前記ジャムが生じた記録媒体の状況に基づいて、当該ジャムが生じた記録媒体の枚数を
含めて前記記録媒体の枚数を計数するか否かを切り替える請求項１に記載の画像処理方法
。
【請求項３】
　前記ジャムが生じた記録媒体に再使用可能性がない場合、当該ジャムが生じた記録媒体
の枚数を含めて前記記録媒体の枚数を計数する請求項２に記載の画像処理方法。
【請求項４】
　前記ジャムが生じた記録媒体に再使用可能性がある場合、当該ジャムが生じた記録媒体
の枚数を含めずに前記記録媒体の枚数を計数する請求項２に記載の画像処理方法。
【請求項５】
　前記ジャムが生じた位置が所定の位置である場合、前記記録媒体に再使用可能性がない
と判断する請求項３に記載の画像処理方法。
【請求項６】
　前記非可視化処理の停止後に、前記設定数および前記非可視化処理を行った枚数を表示
する、請求項１乃至５のうちいずれか１に記載の画像処理方法。
【請求項７】
　コントロールパネルの操作により前記設定数を設定する、請求項１乃至６のうちいずれ
か１に記載の画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、記録媒体上に形成した画像を非可視化する画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　消色による非可視化が可能な現像剤を用いて記録媒体たとえば用紙上に画像を形成する
画像処理装置（いわゆる画像形成装置）が知られている。この画像処理装置で使用する現
像剤は、所定値未満の温度で発色して可視状態となり、所定値以上の温度で消色して非可
視状態となる。
【０００３】
　また、この画像処理装置による画像形成が済んだ用紙を上記所定値以上の温度で加熱し
、この加熱により用紙上の画像を消色して非可視化する消色専用の画像処理装置（いわゆ
る画像消去装置）が知られている。消色して非可視状態となった用紙は、画像形成用の用
紙として再利用することができる。
【０００４】
　非可視化の機能を画像形成の機能と併せ持つハイブリッド型の画像処理装置も知られて
いる。
【０００５】
　このような画像処理装置で設定枚数たとえば１０枚の画像形成済み用紙をまとめて消色
（非可視化）したい場合、ユーザは、１０枚の画像形成済み用紙を装置の給紙カセットや
手差しトレイにセットする。そして、ユーザは、画像処理装置のコントロールパネルで消
色モードおよび消色枚数“１０”を設定し、そのコントロールパネル中のスタートキーを
押圧操作して装置による消色処理を開始する。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２―７８８０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　用紙を搬送しながら画像処理を行う画像処理装置では、搬送中の用紙が詰まって動かな
くなるジャムがしばしば発生する。ジャムの発生時、画像処理装置は、処理を中断する。
そして、画像処理装置は、ジャムした用紙がユーザによって取り除かれた場合に、処理を
再開する。取り除かれた用紙は、ユーザによって廃棄されることが多い。
【０００８】
　画像処理装置は、ジャム用紙の取り除きに伴う処理の再開時、取り除かれた用紙の枚数
を計数に入れず、ジャムが発生する直前の状態から処理を継続する。例えば、設定枚数が
“１０”で、３枚まで消色の処理が進み、４枚目がジャムして取り除かれた場合、その４
枚目を計数に入れることなく、残り７枚の用紙を給紙してその処理を行う。
【０００９】
　この場合、消色の処理が済んで排出される用紙の枚数は設定枚数と同じ１０枚となるが
、給紙カセットや手差しトレイから給紙される用紙の枚数は設定枚数より多い１１枚とな
る。
【００１０】
　設定枚数より多い枚数の用紙が給紙されるということは、初めにセットされた１０枚の
画像形成済み用紙とは別の用紙が給紙カセットや手差しトレイにもともと存在しているこ
とになる。
【００１１】
　消色する必要のない画像形成用の用紙つまり白紙が給紙カセットや手差しトレイにもと
もと存在する場合には、その用紙に対する消色は無駄な処理となり、電力を無駄に消費し
てしまう。
【００１２】
　給紙カセットや手差しトレイにもともと存在する用紙が画像形成済み用紙であっても、
ユーザによっては、設定枚数より多い枚数の用紙が給紙されることを望まない場合もある
。
【００１３】
　実施形態の目的は、記録媒体のジャムが解除された後の無駄な給紙を回避することがで
きる画像処理方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　請求項１の画像処理方法は、記録媒体の枚数を、ジャムが生じた記録媒体の枚数を含め
て計数する。記録媒体上の画像に対し非可視化処理を行う。計数された記録媒体の枚数が
設定数に達した場合に前記非可視化処理を停止する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】各実施形態の全体的な構成を断面して示す図。
【図２】図１における感光体ドラムとその周辺部の構成を示す図。
【図３】各実施形態の制御回路を示すブロック図。
【図４】各実施形態のコントロールパネルおよび第１案内画面を示す図。
【図５】第１実施形態の制御を説明するためのフローチャート。
【図６】各実施形態の第２案内画面を示す図。
【図７】各実施形態の第３案内画面を示す図。
【図８】各実施形態の第４案内画面を示す図。
【図９】第２実施形態の制御を説明するためのフローチャート。
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【図１０】第２実施形態の第５案内画面を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　［１］以下、この発明の第１実施形態について図面を参照して説明する。　
　図１に示すように、本体１の上部に原稿載置用の透明の原稿台（ガラス板）２を配置し
、その原稿台２の上にカバー３を開閉自在に配置する。原稿台２の下面側にキャリッジ４
を配置し、そのキャリッジ４に露光ランプ５を配置する。
【００１７】
　キャリッジ４は、原稿台２の下面に沿って往復動する。露光ランプ５は、キャリッジ４
の往動に伴い、原稿台２上の原稿を露光する。この露光により生じる反射光像を、反射ミ
ラー６，７，８および変倍用レンズブロック９を介してＣＣＤ（Charge Coupled Device
）１０が受ける。ＣＣＤ１０は、原稿からの反射光像に対応するレベルの画像信号を出力
する。
【００１８】
　原稿台２の近傍に、動作条件設定用のコントロールパネル１１を配置する。コントロー
ルパネル１１は、タッチパネル式の液晶表示部１２を有する。
【００１９】
　ＣＣＤ１０が出力する画像信号を、露光ユニット２０が受ける。露光ユニット２０は、
黄色の画像信号に応じたレーザ光Ｂ１、マゼンタ色の画像信号に応じたレーザ光Ｂ２、シ
アン色の画像信号に応じたレーザ光Ｂ３、ブラック色の画像信号に応じたレーザ光Ｂ４を
、黄色用の像担持体である感光体ドラム２１、マゼンタ色用の像担持体である感光体ドラ
ム２２、シアン色用の像担持体である感光体ドラム２３、黒色用の像担持体である感光体
ドラム２４に向けてそれぞれ発する。
【００２０】
　感光体ドラム２１，２２，２３，２４は、一定間隔でほぼ水平方向に並ぶ。これら感光
体ドラム２１，２２，２３，２４の上方に像担持体である転写ベルト３０を配置する。こ
の転写ベルト３０をドライブローラ３１および従動ローラ３２に掛け渡す。転写ベルト３
０は、ドライブローラ３１から動力を受けて、半時計方向に回転する。
【００２１】
　感光体ドラム２１，２２，２３，２４と対向する位置に、１次転写ローラ４１，４２，
４３，４４を上下動自在にそれぞれ配置する。１次転写ローラ４１，４２，４３，４４は
、転写ベルト３０を感光体ドラム２１，２２，２３，２４の周面に押し当てながら回転す
ることにより、感光体ドラム２１，２２，２３，２４上の像を転写ベルト３０に転写する
。
【００２２】
　感光体ドラム２１とその周辺部の構成を図２に示す。　
　感光体ドラム２１の周囲に、現像手段として、クリーナ２１ａ、除電ランプ２１ｂ、帯
電ユニット２１ｃ、現像ユニット２１ｄを順に配置する。クリーナ２１ａは、感光体ドラ
ム２１の表面に残留する現像剤を除去する。除電ランプ２１ｂは、感光体ドラム２１の表
面に残留する電荷を除去する。帯電ユニット２１ｃは、感光体ドラム２１の表面に静電荷
を帯電させる。
【００２３】
　帯電ユニット２１ｃによる帯電が済んだ感光体ドラム２１の表面は、露光ユニット２０
が発するレーザ光Ｂ１を受ける。レーザ光Ｂ１は、感光体ドラム２１の表面に静電潜像を
形成する。現像ユニット２１ｄは、感光体ドラム２１の表面に黄色の現像剤Ｄを供給する
ことにより、感光体ドラム２１の表面の静電潜像を現像する。
【００２４】
　他の感光体ドラム２２，２３，２４の周辺部も、同様の構成である。よって、その説明
は省略する。感光体ドラム２２，２３，２４には、マゼンタ色・シアン色・黒色の現像剤
Ｄをそれぞれ供給する。
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【００２５】
　各色の現像剤Ｄは、所定値未満の温度で発色して可視状態となり、所定値以上の温度で
消色して非可視状態となるもので、消色可能なトナーと磁性キャリアとの混合物である。
消色可能なトナーは、色素および発色剤を含む。この色素および発色剤は、環境温度が所
定値たとえば１２０℃より低い場合に、互いに結び付く。この結び付きにより、上記色素
の色が可視状態となる。また、上記色素および上記発色剤は、環境温度が上記所定値以上
の場合に、互いの結び付きを解消する。この結び付きの解消により、上記色素の色が非可
視状態となる。
【００２６】
　露光ユニット２０の下方に、複数の給紙カセット５０を配置する。これら給紙カセット
５０は、互いに異なるサイズの記録媒体である用紙Ｐを多数枚収容する。これら給紙カセ
ット５０のうち、例えば最上段の給紙カセット５０は、後述する非可視化モードの設定時
に非可視化対象の用紙Ｐｘをセットするための消色用の給紙カセットとしても兼用する。
【００２７】
　これら給紙カセット５０と対応する位置に、ピックアップローラ５１および給紙ローラ
５２を配置する。各ピックアップローラ５１は、各給紙カセット５０内の用紙Ｐ，Ｐｘを
１枚ずつ取り出す。各給紙ローラ５２は、各ピックアップローラ５１が取り出した用紙Ｐ
，Ｐｘを搬送路５３に供給する。搬送路５３は、レジストローラ５４、上記従動ローラ３
２、定着ユニット６０、および排紙ローラ５５を経由して、上方の排紙口５６に延びる。
排紙口５６は、排紙トレイ５７に臨む。
【００２８】
　転写ベルト３０および搬送路５３を挟んで上記従動ローラ３２と対向する位置に、２次
転写ローラ３３を配置する。２次転写ローラ３３は、転写ベルト３０に転写されている像
を、レジストローラ５４から送り込まれる用紙Ｐに転写する。すなわち、２次転写ローラ
３３は、上記転写ベルト３０、ドライブローラ３１、従動ローラ３２、１次転写ローラ４
１，４２，４３，４４と共に、転写手段を構成する。
【００２９】
　搬送路５３の終端からレジストローラ５４の上流側位置にかけて、用紙Ｐ，Ｐｘの表裏
を反転して搬送路５３に戻す搬送路７０を配置する。この搬送路７０は、給紙ローラ７１
，７２，７３を有する。
【００３０】
　本体１の側壁に、手差しトレイ７４を着脱自在に配置する。この手差しトレイ７４から
搬送路５３におけるレジストローラ５４の上流側位置にかけて、搬送路７５を配置する。
この搬送路７５と対応する位置に、ピックアップローラ７６および給紙ローラ７７を配置
する。ピックアップローラ７６は、手差しトレイ７４上の用紙を１枚ずつ取り出す。給紙
ローラ７７は、ピックアップローラ７６が取り出した用紙をレジストローラ５４に供給す
る。
【００３１】
　上記定着ユニット６０は、ヒートローラ６１および加圧ローラ６２を有する。この定着
ユニット６０は、搬送される用紙Ｐをヒートローラ６１により所定値（＝１２０℃）未満
の第１温度たとえば１００℃で加熱することにより、用紙Ｐに転写されている像を用紙Ｐ
に可視状態で定着させる定着手段として機能する。また、定着ユニット６０は、搬送され
る非可視化対象の用紙Ｐｘをヒートローラ６１により所定値以上の第２温度たとえば１３
０℃で加熱することにより、用紙Ｐｘ上の画像を非可視化する非可視化手段（消色手段と
もいう）としても機能する。
【００３２】
　本体１の制御回路を図３に示す。　
　コンピュータのＣＰＵ８０に、コントロールパネル１１、ＲＯＭ８１、ＲＡＭ８２、ハ
ードディスクドライブ（ＨＤＤ）８３、スキャニングユニット８４、画像処理ユニット８
５、およびプロセスユニット８６を接続する。
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【００３３】
　コントロールパネル１１は、図４に示すように、タッチパネル式の液晶表示部１２のほ
かに、テンキー１３、スタートキー１４、画像形成モード設定用のコピーキー１５、画像
読取モード設定用のスキャンキー１６、非可視化モード設定用（消色モード設定用）の消
色キー１７などを有する。
【００３４】
　ＲＯＭ８１は、制御用の各種プログラムを記憶している。ＲＡＭ８２は、各種データの
記憶用である。ハードディスクドライブ８３は、画像データの記憶用である。スキャニン
グユニット８４は、上記キャリッジ４、露光ランプ５、反射ミラー６，７，８、変倍用レ
ンズブロック９、ＣＣＤ１０を含み、原稿台２上の原稿の画像を光学的に走査して読取る
。画像処理ユニット８５は、スキャニングユニット８４の読取り画像を適宜に処理する。
【００３５】
　プロセスユニット８６は、露光ユニット２０、感光体ドラム２１，２２，２３，２４、
各感光体ドラム周りの図２の構成、転写ベルト３０、ドライブローラ３１、従動ローラ３
２、１次転写ローラ４１，４２，４３，４４、２次転写ローラ３３、搬送路５３、定着ユ
ニット６０、搬送路７０などを有し、画像処理ユニット８５が処理した画像を用紙Ｐ上に
形成する。
【００３６】
　ＣＰＵ８０は、ＲＯＭ８１内のプログラムに基づく主要な機能として、次の（１）～（
８）の手段を有する。　
　（１）上記定着手段が動作する画像形成モードを、コントロールパネル１１のコピーキ
ー１５の押圧操作に応じて設定する設定手段。
【００３７】
　（２）上記非可視化手段が動作する非可視化モード（以下、消色モードという）を、コ
ントロールパネル１１の消色キー１７の押圧操作に応じて設定する設定手段。
【００３８】
　（３）搬送中の用紙Ｐ，Ｐｘがジャムした場合、ジャムの発生を報知するとともにジャ
ムの解除に必要となる処置を報知するための第１案内画面をコントロールパネル１１の液
晶表示部１２で表示するジャム報知手段。
【００３９】
　（４）搬送中の用紙Ｐ，Ｐｘがジャムした場合、定着手段および非可視化手段の動作を
中断し、中断した動作をジャムの解除に伴い再開する第１制御手段。
【００４０】
　（５）消色モード時、給紙した用紙Ｐｘの枚数をジャムの枚数を含めて計数し、その計
数値がコントロールパネル１１での設定枚数（設定数）に達するまで上記非可視化手段の
動作を継続する第２制御手段。
【００４１】
　（６）消色モード時、給紙した用紙Ｐｘの枚数をジャムの枚数を含めずに計数し、その
計数値がコントロールパネル１１での設定枚数に達するまで上記非可視化手段の動作を継
続する第３制御手段。
【００４２】
　（７）消色モード時のジャム解除に伴い、ジャムした用紙Ｐｘの枚数を上記計数に含め
るか否かをユーザに指定させるための第２案内画面を表示する第４制御手段。
【００４３】
　（８）上記第２制御手段の制御および上記第３制御手段の制御のいずれかを上記第２案
内画面での指定に応じて選択する第５制御手段。
【００４４】
　つぎに、ＣＰＵ８０が実行する制御を図５のフローチャートを参照しながら説明する。

　ユーザは、画像形成済み（コピー済みともいう）の例えば１０枚の用紙Ｐｘを消色した
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い場合、その１０枚の用紙Ｐｘを最上段の給紙カセット５０にセットする。続いて、ユー
ザは、コントロールパネル１１の消色キー１７を押圧操作して消色モードを設定するとと
もに、上記セットした用紙Ｐｘの枚数に対応する設定枚数“１０”をコントロールパネル
１１のテンキー１３により設定する。
【００４５】
　消色モード時、ＣＰＵ８０は、コントロールパネル１１のスタートキー１４が押圧操作
にされたとき（ステップ１０１のＹＥＳ）、最上段の給紙カセット５０にセットされてい
る１枚の用紙Ｐｘを搬送路５３に供給する（ステップ１０２）。
【００４６】
　ＣＰＵ８０は、搬送路５３，７０，７５における用紙Ｐ，Ｐｘの搬送位置およびジャム
を、搬送路５３，７０，７５に配置している多数の用紙センサを介して監視する。
【００４７】
　ＣＰＵ８０は、用紙Ｐｘのジャムを検知したとき（ステップ１０３のＹＥＳ）、図４に
示す第１案内画面をコントロールパネル１１の液晶表示部１２で表示する（ステップ１０
４）。
【００４８】
　第１案内画面は、ジャムの発生を報知するための『ジャム発生』という案内文字１２ａ
、同じくジャムの発生を報知するための『紙詰まりが発生しました』という案内文字１２
ｂ、ジャムの解除に必要となる処置を報知するための『ガイダンスに従って用紙を取り除
いてください』という案内文字１２ｃ、ジャムの発生位置がどこかをマークＭで報知する
画像パターン１２ｄを含む。
【００４９】
　ユーザは、この第１案内画面を見ることにより、消色対象の用紙Ｐｘがジャムしたこと
、そのジャムの解除方法、そのジャムの位置などを知ることができる。この場合、ユーザ
によって取り除かれる用紙Ｐｘは、よっぽどきれいなものでない限り、ユーザによって廃
棄されることが多い。
【００５０】
　用紙Ｐｘのジャムがユーザの処置によって解除されたとき（ステップ１０５のＹＥＳ）
、ＣＰＵ８０は、図６に示す第２案内画面をコントロールパネル１１の液晶表示部１２で
表示する（ステップ１０６）。
【００５１】
　第２案内画面は、ジャムの解除を報知するための『ジャム解除』という案内文字１２ｅ
、ユーザが取り除いた用紙Ｐｘを計数に含めるか否かを問い合わせる『取り除いた用紙を
設定枚数の計数に含めますか？』という案内文字１２ｆ、『含める』キー１２ｇ、『含め
ない』キー１２ｈを含む。
【００５２】
　ユーザは、ジャムした用紙Ｐｘを計数に含めたい場合、『含める』キー１２ｇにタッチ
操作する。また、ユーザは、ジャムした用紙Ｐｘを計数に含めたくない場合、『含めない
』キー１２ｈにタッチ操作する。
【００５３】
　『含める』キー１２ｇがタッチ操作された場合（ステップ１０７のＹＥＳ）、ＣＰＵ８
０は、図７に示す第３案内画面をコントロールパネル１１の液晶表示部１２で表示する（
ステップ１０８）。
【００５４】
　第３案内画面は、ジャムの解除を報知するための『ジャム解除』という案内文字１２ｅ
、消色モードの動作である消色ジョブをこのまま継続するか否かを問い合わせる『消色ジ
ョブ継続しますか？』という案内文字１２ｉ、継続を指定するための『ＹＥＳ』キー１２
ｊ、継続しないを指定するための『ＮＯ』キー１２ｋを含む。
【００５５】
　ユーザは、消色ジョブを継続したい場合、『ＹＥＳ』キー１２ｊにタッチ操作する。ま
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た、ユーザは、消色ジョブを継続したくない場合、『ＮＯ』キー１２ｋに手指でタッチ操
作する。
【００５６】
　『ＹＥＳ』キー１２ｊがタッチ操作された場合（ステップ１０９のＹＥＳ）、ＣＰＵ８
０は、ジャムした用紙Ｐｘの枚数“１”を計数に含める（ステップ１１０）。続いて、Ｃ
ＰＵ８０は、計数値が設定枚数“１０”に達しているか否かを判定する（ステップ１１１
）。
【００５７】
　計数値が設定枚数に達していない場合（ステップ１１１のＮＯ）、ＣＰＵ８０は、次の
用紙Ｐｘの給紙を再開する（ステップ１０２）。
【００５８】
　計数値が設定枚数“１０”に達している場合（ステップ１１１のＹＥＳ）、ＣＰＵ８０
は、図８に示す第４案内画面をコントロールパネル１１の液晶表示部１２で表示し（ステ
ップ１１２）、消色ジョブを終了する。
【００５９】
　第４案内画面は、消色ジョブ終了を報知するための『消色ジョブ終了』という案内文字
１２ｍ、設定枚数の表示欄１２ｎ、ジャムによる削除枚数の表示欄１２ｏ、消色完了枚数
の表示欄１２ｐを含む。ジャムによる削除枚数とは、ジャムして取り除かれた用紙Ｐｘの
枚数のことである。消色完了枚数とは、消色されて非可視化状態となった用紙Ｐｘの枚数
のことである。
【００６０】
　ユーザは、この第４画面を見ることにより、設定枚数、ジャムによる削除枚数、消色完
了枚数を知ることができる。
【００６１】
　このように、ジャムした用紙Ｐｘの枚数を消色処理枚数の計数に含ませることにより、
最上段の給紙カセット５０にセットされた１０枚の用紙Ｐｘのみ給紙することができる。
つまり、用紙Ｐｘの下に存在する例えば画像形成用の用紙Ｐを不要に消色処理することが
ない。用紙Ｐｘの下に存在する画像形成用の用紙Ｐは、そもそも消色する必要のない白紙
である。
【００６２】
　こうして、ジャムが解除された後の無駄な給紙を回避できることにより、電力を無駄に
消費しない。
【００６３】
　ところで、第３案内画面による消色ジョブ継続の問合せに際し、その第３案内画面の『
ＮＯ』キー１２ｋがタッチ操作された場合（ステップ１０９のＮＯ）、ＣＰＵ８０は、そ
れまでの計数値にかかわらず、直ちに消色ジョブを終了する（ステップ１１４）。続いて
、ＣＰＵ８０は、図８の第４案内画面をコントロールパネル１１の液晶表示部１２で表示
し（ステップ１１２）、消色ジョブを終了する。
【００６４】
　また、第２案内画面による問合せに際し、その第２案内画面の『含めない』キー１２ｈ
がタッチ操作された場合（ステップ１０７のＮＯ）、ＣＰＵ８０は、ジャムした用紙Ｐｘ
の枚数“１”を計数に含めない（ステップ１１６）。続いて、ＣＰＵ８０は、計数値が設
定枚数“１０”に達しているか否かを判定する（ステップ１１１）。計数値が設定枚数に
達していない場合（ステップ１１１のＮＯ）、ＣＰＵ８０は、次の用紙Ｐｘの給紙を再開
する（ステップ１０２）。
【００６５】
　このように、ジャムした用紙Ｐｘの枚数を消色処理枚数の計数に含めないことにより、
消色済み用紙の枚数が設定枚数と同じになる。
【００６６】
　なお、ユーザは、最上段の給紙カセット５０内の全ての用紙を消色処理したい場合、そ
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の給紙カセット５０内の全ての用紙を消色ジョブ対象としてコントロールパネル１１で指
定する。この場合、ＣＰＵ８０は、最上段の給紙カセット５０内の全ての用紙に対する消
色ジョブを実行する。
【００６７】
　［２］第２実施形態について説明する。　
　ＣＰＵ８０は、第１実施形態の（５）（６）に代えて次の（１１）（１２）の手段を有
する。　
　（１１）消色モード時、用紙Ｐｘのジャムの位置が所定領域であることを条件に、給紙
する用紙Ｐｘの枚数をそのジャムの枚数を含めて計数し、その計数値がコントロールパネ
ル１１での設定枚数に達するまで上記非可視化手段の動作を継続する第２制御手段。
【００６８】
　（１２）消色モード時、用紙Ｐｘのジャムの位置が上記所定領域でないことを条件に、
給紙する用紙Ｐｘの枚数をジャムの枚数を除いて計数し、その計数値がコントロールパネ
ル１１での設定枚数に達するまで上記非可視化手段の動作を継続する第３制御手段。　
　他の構成は第１実施形態と同じである。よって、その説明は省略する。
【００６９】
　ＣＰＵ８０が実行する制御を図９のフローチャートを参照しながら説明する。ここでは
、第１実施形態と異なる制御およびその関連部分について説明する。　
　ＣＰＵ８０は、『含める』キー１２ｇがタッチ操作された場合（ステップ１０７のＹＥ
Ｓ）、ジャムした用紙Ｐｘの位置が所定領域であるか否かを判定する（ステップ２０１）
。
【００７０】
　所定領域とは、例えば、搬送路５３におけるレジストローラ５４から排紙口５６までの
領域、および反転用の搬送路７０の全領域である。これらの領域は、屈曲路が多かったり
多数のローラを有するので、ジャムした用紙が比較的大きな損傷を受け易い領域である。
【００７１】
　用紙Ｐｘのジャムの位置が所定領域である場合（ステップ２０１のＹＥＳ）、ＣＰＵ８
０は、図７の第３案内画面をコントロールパネル１１の液晶表示部１２で表示する（ステ
ップ１０８）。
【００７２】
　第３案内画面の『ＹＥＳ』キー１２ｊがタッチ操作された場合（ステップ１０９のＹＥ
Ｓ）、ＣＰＵ８０は、ジャムした用紙Ｐｘの枚数“１”を計数に含める（ステップ１１０
）。続いて、ＣＰＵ８０は、計数値が設定枚数“１０”に達しているか否かを判定する（
ステップ１１１）。計数値が設定枚数に達していない場合（ステップ１１１のＮＯ）、Ｃ
ＰＵ８０は、次の用紙Ｐｘの給紙を再開する（ステップ１０２）。
【００７３】
　用紙Ｐｘのジャムの位置が所定領域でない場合（ステップ２０１のＮＯ）、ＣＰＵ８０
は、図１０に示す第５案内画面をコントロールパネル１１の液晶表示部１２で表示すると
ともに（ステップ２０２）、ジャムした用紙Ｐｘの枚数“１”を計数に含めない（ステッ
プ２０３）。
【００７４】
　第５案内画面は、ジャムの解除を報知するための『ジャム解除』という案内文字１２ｅ
、取り除いた用紙に再使用の可能性がある旨を報知するための『取り除いた用紙は再セッ
トして使用できます』という案内文字１２ｑを含む。
【００７５】
　ユーザは、第５案内画面を見ることにより、取り除いた用紙Ｐｘに再使用の可能性があ
ることを知り、取り除いた用紙Ｐｘを確認して大きな損傷がなければ、その用紙Ｐｘを最
上段の給紙カセット５０に再セットする。この再セット後、ユーザは、コントロールパネ
ル１１のスタートキー１４を押圧操作する。
【００７６】
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　スタートキー１４が押圧操作にされたとき（ステップ２０４のＹＥＳ）、ＣＰＵ８０は
、計数値が設定枚数“１０”に達しているか否かを判定する（ステップ１１１）。計数値
が設定枚数に達していない場合（ステップ１１１のＮＯ）、ＣＰＵ８０は、次の用紙Ｐｘ
の給紙を再開する（ステップ１０２）。
【００７７】
　このように、ジャムした用紙Ｐｘの損傷が大きいかどうかをジャムの位置から判断し、
損傷がそれほど大きくない状況では、ジャムした用紙Ｐｘを計数に含めることなく、しか
も再セットさせることで、まだまだ再使用できる用紙Ｐｘを有効に活用することができる
。この再使用の促進は、省資源化に大きく貢献できる。
【００７８】
　［３］変形例　
　画像形成済みの用紙Ｐｘを最上段の給紙カセット５０にセットして給紙する場合を例に
説明したが、そのセット位置および給紙位置については、最上段の給紙カセット５０に限
らず、下段の給紙カセット５０や手差しトレイ７４でもよい。
【００７９】
　ジャムした用紙Ｐｘを計数に含めるか否かをジャム解除後の第２案内画面においてユー
ザに指定させる構成としたが、ジャムした用紙Ｐｘを計数に含めるモードと含めないモー
ドのいずれかを本体１に初期設定しておくことも可能である。
【００８０】
　コントロールパネル１１の液晶表示部１２で表示する案内文字や画像パターンの内容に
ついては、案内文字１２ａ，１２ｂ…や画像パターン１２ｄに限らず、種々変形が可能で
ある。本体１を設置する地域の文化や言語などに応じて、案内文字や画像パターンの内容
を適宜に選定すればよい。
【００８１】
　その他、上記実施形態は、例として提示したものであり、発明の範囲を限定することは
意図していない。この新規な実施形態は、その他の様々な形態で実施されることが可能で
あり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、書き換え、変更を行うことができる
。これら実施形態や変形は、発明の範囲は要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記
載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００８２】
　１…本体、２…原稿台、１０…ＣＣＤ、２０…露光ユニット、２１，２２，２３，２４
…感光体ドラム、２１ｄ…現像ユニット、３０…転写ベルト、４１，４２，４３，４４…
１次転写ローラ、５０…給紙カセット、５４…レジストローラ、５５…排紙ローラ、６０
…定着ユニット、６１…ヒートローラ、８０…ＣＰＵ、８４…スキャニングユニット、８
５…画像処理ユニット、８６…プロセスユニット
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